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審査要旨 (20 0 0字以内）

令和4年8月12日（金） 11:00"-11 :50の日程でネットワーク上にて最終試験（発表およ

び質疑応答）を執り行いました．副査にこの分野に詳しい浦崎直光教授と奥那篤史准

教授に討論していただきました．内容は，電力系統工学に関するもので，電力供給側

，特にソーラーパネルについて， 日照時間等のビッグデータを機械学習のwekaと



（次頁へ続く ）

審査要旨

Anacondaによる出力予想および消費側に関する日照時間や気温，湿度のデータの機械学

習を行なっております．データは那覇市の気象データで，これら二つの機械学習の予測

結果の比較検討を行なっております．電力系統工学では，電力の供給と消費側とのバラ

ンスが大切で，特に複数種類ある発電の予測の中でもソーラー発電は予測が困難なもの

となっております．ビッグデータの扱いや機械学習によるデータ処理に新規性があるも

のと考えております．実際の気象データと予測データとの比較も良好と思われます．

既定の論文数および学術会議での発表等，条件を満たしております．

したがいまして，本研究成果は工学的に有用であり，提出された学位論文は博士の学

位論文に相当するものと判断し学位論文の審査を合格とする．また，．論文発表会におけ

る発表ならびに質疑応答において，申請者は専門分野および関連分野の十分な知識なら

びに十分な研究能力を有していることが確認できたので最終試験を合格とする．


